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論文内容の要旨

本研究は種々の金属及び合金 (Au 、 Fe 、 AI 、 AI-Zn alloy) を高電圧電子顕微鏡中で電子照射し

た際形成きれる点欠陥の集合、畜積過程を調べることにより点欠陥の動きに関する基礎的な性質を明

らににしようとしたものである。金の場合、室温において電子照射すると、まず格子間原子の集合体

である転位ループが発生、成長し、さらに照射を続けるとそれらは縮少し始め新たに原子空孔の集合

体が現われる。

このような現象を照射により導入された点欠陥の集合過程として、反応速度論を応用したモデル解

析を行い実験結果と比較検討した。その結果、格子間原子の室温での移動度は 1010jumps/secで、あり、

従来から議論の的であったいわゆる stage III は原子空孔の移動によるものであることが明らかになっ

fこ。

論文の審査結果の要旨

昭和46年度に大阪大学に設置された 3MV超高圧電子顕微鏡を利用した研究の最初の成果が本論文

となっている。

この電子顕微鏡内で'Au 、 Fe 、 Al 、 AI-Zn 等の金属および合金に電子線を照射して、格子欠陥を

発生きせそのまま格子欠陥の挙動を観察し続けて、数多く新らしい事実を見出している。重要な発見

としては、 Auにおける一連の実験により格子間原子の集合体、原子空孔の集合体の発生、成長消滅等

を明白に区分追跡し、格子欠陥の分野における未解決の大きな混乱に対して、はじめて明確な立場か

ら主張をなし、いわゆる one interstitial model に疑いない強力な支持を与えた。これについては、

反応速度論の立場から独自の方程式をつくり、コンビューター解析により、実験事実をよく説明する
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結果をも得ている。この他に上記金属・合金における照射・観察・実験があり、新発見のみならず今迄

のこの種の実験における多くの誤りを証明する結果が得られ、格子欠陥の研究、超高圧電子顕微鏡の

利用に関して大きな貢献をしたものと認められる。
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